
授業科 目名
生産環境関係法規

(Agricultural and Environmental Law)

授業担当者 荒 井 聡 (応用生物科学部)

開 講 時 期 3年 前学期 単 位  数 授業形態 講 義

授 業 概 要
こんにち的な生産環境問題の構造を概観 しつつ,限 りある自然資源を有効活用した循環型社会ヘ

の移行と生産環境の保全 ・再生のために必要な関係法規について概説する。

授 業 内 容

1.環 境法の全体像 (1)一 こんにちの環境問題―

2.環 境法の全体像 (2)一 環境基本法―

3.環 境汚染の防止 (1)一 環境汚染防止システムー

4.環 境汚染の防止 (2)一 環境と行政 ・訴訟―

5.廃 棄物処理とリサイクル (1)一 リサイクル関連法―

6,廃 棄物処理とリサイクル (2)一 循環型社会形成推進基本法―

7.自 然保護の仕組み (1)一 自然保護の法体系―

8.自 然保護の仕組み (2)一 野生動物保護制度―

9,自 然保護の仕組み (3)一 国際的自然保護一

10.地 球環境問題への取 り組み (1)一 国際環境法一

11.地球環境問題への取 り組み (2)一 温暖化 ・オゾン層破壊一

12.企 業の活動と環境保全

13.環 境保全型農業と法 (1)

14.環 境保全型農業と法 (2)

15。定期試験

授 業 公 開 可 学内の学生 ・職員に限る。出来れば事前に連絡願いたヽ

そ の  他

テキス ト:畠山武道ら F環境法入門<第

成績評価 :定期試験 (70%), レポー ト

事前履修が望ましい科 同 :国際農業論,

3版 >』 日本経済新聞社 2007年

出席等 (30°o)に よる結合評価

食料生産管理学,農 業 ・環境経済学

授業科 目名
フィール ド科学実習 I
(Practicc l for Ficld Scicncc)

授業担当者 生産環境科学課程教員,岐 阜フイール ド科学教育研究センター教員 (応用生物科学部)

開 講 時 期 1年前学期 単 位  数 1 授業形態 実  習

授 業 概 要

生物資源の管理 ・自然環境の取 り扱い方やそれらと地域社会との関わりについての基礎知識を養

うために,応 用生物科学部附属の岐阜フイール ド科学教育研究センター位山演習林周辺の自然環境

を主な材料として,野 外で生物の観察や見学会を行う。人間社会 ・環境 ・生物の諸要素についての

学習を通 じて,フ ィール ド科学の方法論を紹介し,現 場で考えるフイールドワークの能力を身につ

ける。到達目標は,生 物資源,自 然環境,地 域社会を取 り扱う際に注意しなければならないことを,
一つでも実習の中で見つけ出すことである。

授 業 内 容

1.原木市場や淡水魚研究所など施設見学を行う。また夕夜には生産環境科学に関する小講演会を

催す。

2.教 員が設定した各種のテーマを選択し,グ ループ単位で学習する。テーマには,「自然を測定す

るJ,「渓流を観るJ,「空を見る」,「飛騨年を観る」,「畑の作物地図をつくる」,「山をまっすく
｀
歩

く」,「森を歩く」,「森林を守る」などがある。テーマ別学習の成果について,グ ループ単位で発

表会を行う。

3.位 山演習林での森林巡検,植 林を行う。

授 業 公 開

そ の  他

評価方法 :グループ発表 (50%)お よび課題レポートによる評価 (50%)

附属施設等を利用した短期宿泊により集中講義形式で実習を行うので,事 前ガイダンスを実施す

る。宿泊費 ・食費および交通費の実費を徴収する。課題レポートは,A4サ イズ (縦向き)の 用紙を

用い,横 書きとする。タイプ 。自筆とも可。

レポート課題 :「生物資源,自 卜々環境夕地域社会を取り扱う際に注意しなければならないこと」
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